
 

 

 
 

関西脱炭素社会実現宣言2.0 

 

 世界は、気候変動という未曾有の脅威に直面し、脱炭素社会への転換が喫緊の

課題となっている。 

 我が国においては、2020年10月に「2050年カーボンニュートラル宣言」がなさ

れ、本年２月には地球温暖化対策計画を改定し、温室効果ガスを2013年度比で

2035年度に60％、2040年度に73％削減することとされた。同計画では、地方公共

団体が再生可能エネルギー等の利用促進など、地域の自然的社会的条件に応じ

た施策を推進することが求められている。 

 また、2,500万人を超える多くの来場者を迎え、盛況のうちに幕を閉じた大阪・

関西万博の会場では、ＥＶバスへのワイヤレス給電、次世代型太陽電池や水素等

の利活用など、脱炭素社会の実現に向けた最新技術の実証が行われたところで

ある。 

 ついては、関西広域連合においても、すべての分野において、ＳＤＧｓとその

先を見据え、住民、事業者、団体など多様な主体と積極的に連携しながら、環境・

経済・社会の好循環の創出による持続可能な関西脱炭素社会の実現を目指して、

万博のあらゆる英知を未来へつなぎ、不断の取組を行うことをここに宣言する。 
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